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研究成果の概要（和文）：本研究は、清朝という一つの帝国の崩壊から中華人民共和

国というもう一つの多民族国家の枠組みが形成されるまでの間に、それまで満族

の形成に加わったと思われていた旗人集団（満洲旗人、蒙古旗人、漢軍旗人）が、

モンゴル族や漢族、ダウール族など多くの民族の形成に分散していったというこ

とを明確にした。  
 
研究成果の概要（英文）： 
This research aims to study the ethnic identification of the Bannerman groups 
(Manchu, Mongol, and Han) between the collapse of the Qing empire and the 
establishment of a multinational People’s Republic of China. These groups are usually 
thought to have contributed to the formation of the Manchu nationality, but this study 
has clarified that they have in fact been dispersed and merged into various 
nationalities such as the Mongols, Han Chinese, and Daur. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)清朝の崩壊から 1950年代の現代中国
の民族識別に至るまでの半世紀において、
満洲旗人、蒙古旗人や漢軍旗人によって形
成されていた旗人集団は一体どの民族の形
成に加わったのか。長い間この問題は明確
な答えがないまま、一部の漢軍旗人が漢民
族に加わったのを除けば、満洲と蒙古旗人
は皆現在でいう満族の形成に加わったと考

えられてきた。 
(2）一方、中国において 1950 年代に作

られた民族の枠組みは今やもう国家の基本
的な政治の枠組みとして定着し、識別当時
の作業、特に旗人の民族的帰属性に関する
詳細な認定作業がいかに行われたのか明確
な整理がなされないまま今日に至っている。 
２．研究の目的 
本研究は、清朝という一つの帝国の枠組
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みの崩壊から中華人民共和国というもう一
つの多民族国家の枠組みが出来上がるまで
の間に、民族集団が如何に融合集散を繰り
返したかを辛亥革命以後の蒙古旗人や八旗
集団に組み込まれたその他のモンゴル系民
族の足跡を追うことによって明確にしよう
とするものである。またこの作業を通して、
民族とは如何につくられていくのか、国家
によって人工的につくられた枠組みの中に
生きる人々の所属意識とアイデンティティ
は如何なる状態にあるのかを明確にしてい
きたい。 

 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、清朝時代に書かれた漢語、

モンゴル語、満洲語の文書史料や1950年代

の中国における民族調査資料を収集分析し

たうえで、中国国内の複数の地域及び台湾、

モンゴル国などでフィールドワークを行い、

文献史料の分析とフィールドワークの結果

を綿密に結合させながら進めたい。 

(2)本研究は、基本的に歴史学の枠組みの

中で展開するものであるが、台湾やモンゴ

ル国も含むかつての清朝の支配範囲内にお

ける複数の国家と地域にまたがっており、

中国や台湾・モンゴルなど数か国の研究者

と協力して研究を遂行するという国際的な

ネットワークの構築によって実現する。 

 

４．研究成果 

(1) 初年度にあたる20年度はまず国内
で資料調査を行った。その後6月にはモ
ンゴル国で国際学会参加（学会発表し

た）兼資料調査を行った。7月には、内
モンゴル中部のチャハル地域、河北省

北部地域でフィールドワークを実施し、

また9月には再度モンゴル国でフィー
ルドワークを行い、国立アルヒブで資

料調査を行った。そして9月下旬には中
国の内モンゴル自治区の区都フフホト

や遼寧省などの地域で八旗子孫に関す

る実態調査を行った。  

 こうした国内資料調査や一連の現地

調査の結果、清朝の崩壊後多くの旗人

が漢族にまぎれ込んでいたが、内モン

ゴル地域を中心とする蒙古八旗の子孫

はいち早くモンゴル族に合流し、遼寧

省などモンゴル人コミュニティから遠

く離れている地域に暮らす蒙古八旗の

子孫は満族に合流していたことが分か

った。その結果として『境界に生きる

モンゴル世界―20世紀における民族
と国家』（ユ・ヒョウヂヨンとの共編著

）（八月書館、2009年3月）を出版する
ことができた。  

(2) 21年度の海外調査では主に新疆
に配属されていたチャハル八旗の子孫

でモンゴル国の独立のときに合流した

人々について調査し、蒙古八旗の子孫

一部は清朝の滅亡と同時に民族意識が

空前に高まり、断固独立運動に参加し

ていたことが分かった。21年度は内モ
ンゴル自治区の旧綏遠城の旗人の子孫

および隣接する山西省右玉県で旧右衛

城の子孫に対する調査を行った。そこ

で分かったことは内モンゴル西部にお

ける漢族文化の受容が清代の綏遠八旗

と右玉駐防城の存在による地域一体化

と深くかかわっていたことが分かった。

これは今までのモンゴル史研究および

清朝史研究では見落とされてきた部分

である。  
 (3) 最終年度に当たる平成22年度に
おいては、内モンゴル自治区中西部の

トメド左翼旗において庄頭と呼ばれる

清代旗人の子孫に対して調査を実施し

旗人集団の外郭にいた彼らが1950年
代の民族識別においてとった行動を明

確にした。また内モンゴル東北部フル

ンボイル地域でダウールやエベンキ、



 

 

バルガなど八旗に編成されていた人々

の子孫の現代的生活形態を調べ、かつ

て新満洲と呼ばれていた彼らのモンゴ

ル、ツングス系の人々が現在内モンゴ

ル自治区で個別民族として民族生活を

送っていて、多民族国家現代中国の民

族的枠組の形成は多数の小集団の認定

によって大集団の分散を図ったという

民族識別の政治的仕組みの一端を伺う

ことができた。この研究を通してもう

一つ明らかになったことは、1950年代
以後に満族として認定された人々は現

代中国で政治的地位を獲得するために

辛亥革命に参加した旗人出身の英雄の

一人として遼東のバルガ・モンゴル出

身の旗人鮑華南を担ぎ出してきたが、

それには多くの歴史的誤解があったこ

とが明らかになった。  
 総じて、今回の研究を通して清朝史

研究の中で今まで軽視されてきた帝国

崩壊の仕組みについてある程度その研

究の意義を打ち出すことができたばか

りではなく、もう一つの帝国ー中国の

組み立て過程における人間集団の離合

集散の政治的流れをつかむことができ

たと考えている。そしてこの研究を今

後において完成させるべく基礎は作れ

たのではないかと位置付けたい。  
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